
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 1002 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文Ｂ 
単位

数 
３単位 年次 ３年次 

使用教科書 「高等学校 改訂版 標準現代文Ｂ」（第一学習社）【継続使用】 

副教材等 「パスポート国語必携 国語常識の演習と確認 四訂版」（桐原書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・「現代文Ｂ」では、近代以降の様々な文章に親しんで「読む能力」を向上させるとともに、コミュ 

ニケーションのための「話す・聞く能力」、意思を伝えるための「書く能力」をしっかりと身につ 

けなければなりません。 

・授業には、話し合いや文章記述、発表などの場もあります。自ら学ぶ姿勢をもって参加しましょう。 

・授業後には内容を振り返って復習し、疑問があれば積極的に質問しましょう。 

・課題・提出物は期限内に提出しましょう。また、定期考査には学習計画を立てて臨みましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・近代以降のさまざまな文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高めることができる。 

・さまざまなジャンルの作品を読解し、言語文化に対する関心を深めることができる。 

・文章を読んで、その内容や構成を把握し、筆者の意図や登場人物の心情を的確に理解できる。 

・目的や場にふさわしい語句を選び、思いや考えを適切に表現することができる。 

・他者の立場や考えを理解・尊重したうえで、自己の意思を適切に伝えることができる。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を、場面に応じて活用することができる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・

態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合

う力を進んで高

めるとともに、言

語文化に対する

関心を深め、国語

を尊重してその

向上を図ろうと

する。 

 目的・相手・場

に応じて効果的

に話したり、ま

た、文章を的確に

聞き取ったりし

て、自分の考えを

深め、発展させて

いる。 

必要な情報を

用い、相手や目

的、課題に応じた

適切な表現によ

る文章を書き、自

分の考えを深め、

発展させている。 

近代以降のさ

まざまな文章に

幅広く接するこ

とにより、自分の

考えを深め、発展

させている。 

言語文化およ

び言葉の特徴や

きまり、漢字など

について理解を

深め、知識を身に

つけている。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 （ノ

ート、ワークシー

トなど） 

行動の観察 

発表等パフォー

マンスの評価 

振り返りの点検

（ワークシート

など） 

行動の観察 

原稿用紙 

振り返りの点検

（ワークシート

など） 

定期考査 

小テスト 

行動の観察 

振り返りの点検

（ワークシート

など） 

定期考査 

小テスト 

行動の観察 

記述の確認（ノー

ト、ワークシート

など）  

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d e 
  

一
学
期 

 

 

 

世
界
を
見
つ
め
る 

 

『ワスレナグサ』 

（星野道夫） 

 

『食と想像力』 

（辺見庸） 

 

 

 

○ 

   

 

 

○ 

 

 

 

○ 

a:作品の主題、筆者の主張に迫

り、自然や食について思索を深

めている。 

d:随想の読解の仕方を習得し、

文章の構成について理解してい

る。具体例と本文の展開とのか

かわりについて理解している。 

e:特徴的な表現について理解し

ている。全文を正しく音読でき

る。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・課題提出 

・定期考査 

小
説
を
読
む 

 

『話を聞かせて』 

（山本文緒） 

 

『ひよこの眼』 

           (山田詠美) 

 

 

 

 

○ 

   

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a:小説世界に触れることで、登場

人物の心理や行動を読み解き、

他者との関わり方、人を思いやる

ということについて見つめ直し、

自己の問題として考える契機と

する。 

d:登場人物の心情やその変化に

ついて的確に理解している。 

e:語り手の視点や場面転換を意

識し、特徴的な表現について理

解している。全文を正しく音読で

きる。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・課題提出 

・定期考査 

新
し
い
視
点 

 

『記憶のゆがみ』 

（高橋雅延） 

 

『物語を発現する力』 

（佐藤雅彦） 

 

 

  

〇 

 

 

 

〇 

  

 

 

〇 

 

 

 

○ 

a:記憶のしくみについて、自身の

生活に引きつけて考える。物語

を発現する力を実感し、自身の

ものの捉え方、感じ方について

再考する契機とする。 

b:経験談や意見を出し合い、自

己の考えを深めようとしている。 

d:論理的な文章の読み方を習得

している。 

e:指示語・接続後および慣用表

現の意味を正しく理解している。

全文を正しく音読できる。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・課題提出 

・定期考査 

二
学
期 

小
説
を
読
む 

 

『卒業』 

（魚住直子） 

 

『バグダッドの靴磨き』 

（米原万里） 

 

 

 

〇 

   

 

 

〇 

 

 

 

○ 

a:まとまった分量のある小説を読

解し、主人公の心情の変化を捉

え、また、現在の国際情勢等に

ついて理解を深め、自己の問題

として思索を深めている。 

d:作品の背景を理解するととも

に、登場人物の言動から、性格・

心理を読み取っている。 

e:比喩的な表現、熟語、慣用表

現について正しく理解している。

全文を正しく音読できる。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・課題提出 

・定期考査 



 

※令和３年度以前入学生用 

人
間
と
社
会 

 

『経験の教えについて』 

（森本哲郎） 

 

『新しい博物学を』 

（池内了） 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

  

 

 

 

〇 

 

 

 

 

○ 

a:経験に学ぶことの難しさと重要

性を自己の問題として考えてい

る。また、筆者の主張に迫り、現

代の科学の抱える問題につい

て、思索を深めている。 

b: 経験談や意見を出し合い、自

己の考えを深めようとしている。 

d:論理的な文章、随想的な要素

を持つ評論の読み方を習得して

いる。 

e:指示語・接続後および慣用表

現の意味を正しく理解している。

全文を正しく音読できる。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・課題提出 

・定期考査 

生
への
思
索 

 

『鏡としての他者』 

（榎本博明） 

 

『僕らの時代の 

メディア・リテラシー』 

（森達也） 

 

 

 

〇 

   

 

 

〇 

 

 

 

○ 

a:筆者の主張を参考に、自己と

他者との関係について考えようと

している。また、自身のメディア

への関わり方について批判的な

視点から考えている。 

d:論理的な文章の読み方を習得

している。 

e:随想・評論で使用される特徴

的な語句について理解してい

る。指示語、接続語について正

しく理解している。全文を正しく

音読できる。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・課題提出 

・定期考査 

三
学
期 

小
説
を
読
む 

 

『山椒魚』 

           （井伏鱒二） 

 

『山月記』 

            （中島敦） 

 

 

 

 

〇 

  

 

 

 

〇 

  

 

 

 

○ 

a:すぐれた短編小説を読み、鑑

賞力を深めている。人間心理の

複雑さや人間関係の微妙さなど

について考えようとしている。登

場人物の考え方を自己の生き方

に引きつけて考え、思索を深め

ている。 

c:小説を読んで考えたことを自分

の言葉でまとめ、表現しようとして

いる。 

e:作中で用いられているさまざま

な表現技法について、その効果

を理解している。全文を正しく音

読できる。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・課題提出 

・定期考査 

短
歌
と
俳
句 

 

『折々のうた』 

（大岡信） 

 

 

 

 

〇 

   

 

 

 

〇 

 

 

 

 

○ 

a:評論の形をとった文章の読解

を通して、近代短歌、近代俳句

の鑑賞のしかたを習得している。

作品と鑑賞文との対応関係を理

解し、すぐれた鑑賞を味わうとと

もに、自分でも鑑賞文を書いて

みようとしている。 

d:近代短歌・近代俳句を味わうこ

とを通して、想像力や感受性を

豊かにする。 

e:短歌・俳句独特の表現方法や

効果を理解している。短歌・俳句

をリズムに注意して正しく音読で

きる。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・課題提出 

・定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す能力・聞く能力  c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 



 

※令和３年度以前入学生用 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 


